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今
年
度
の
通
常
総
会
も
、
清
水
市
長
並

び
に
清
水
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡

協
議
会
代
表
幹
事
は
じ
め
、
山
崎
福
祉
局
長
、

百
澤
介
護
保
険
課
長
、
白
谷
い
き
い
き
長
寿

推
進
課
長
及
び
各
区
の
高
齢
介
護
課
長
に
臨

席
を
賜
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
え
ま
し
た
こ

と
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
挨
拶

宮
本
　
好
彦
（
三
恵
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）

現
任
の
市
長
が
謳
う
「
シ
ン
カ
」
に
準
え
、

私
た
ち
の
活
動
を
考
察
し
て
み
ま
し
た
。

社
会
の
状
態
に
合
わ
せ
進
め
変
化
し
て

い
く
「
進
化
」
は
、
利
用
者
の
世
帯
・
生
活

様
式
の
変
化
に
応
じ
、
ま
た
制
度
等
の
改
定

や
人
手
不
足
対
応
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
に
も
対
応

し
、
年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い
る
研
修
活
動

で
研
鑽
を
重
ね
て
い
ま
す
。

次
に
「
深
化
」
に
つ
い
て
、
実
務
上
必
須

ス
キ
ル
と
な
っ
た
他
法
他
制
度
関
係
者
及
び

保
険
外
サ
ー
ビ
ス
者
と
の
チ
ー
ム
編
成
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
活
動
を
さ
ら
に
広
め
深
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

そ
し
て
「
真
価
」。
介
護
保
険
に
不
可
欠

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
介
護
支
援
専
門
員

で
す
が
、
今
後
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う

役
目
を
介
護
支
援
専
門
員
以
外
で
も
一
部
可

能
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
時
、
そ
れ
を

圧
倒
的
に
リ
ー
ド
で
き
る
相
談
支
援
職
種
者

と
し
て
、
或
い
は
地
域
の
社
会
資
源
開
発
の

た
め
の
課
題
提
起
者
と
し
て
、
そ
の
働
き
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の

存
在
価
値
と
な
る
よ
う
に
考
え
ま
す
。

要
支
援
認
定
者
の
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
策
の
整
理
な
ど
、
保
険
者
や
他
団
体
と

の
協
働
の
下
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
直
近

の
課
題
に
取
組
み
つ
つ
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
専
門
家
と
位
置
付
け
ら
れ
た
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
さ
ら
な
る
シ
ン
カ
を
遂
げ
て

ま
い
り
ま
す
。
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さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会

　
「
令
和
７
年
度　

通
常
総
会
」

開
催
日
時　

令
和
７
年
５
月
17
日
（
土
）
13
時
45
分
～
14
時
50
分

開
催
場
所　

さ
い
た
ま
共
済
会
館　

６
０
１
号
室
（
第
１
ホ
ー
ル
）

５
月
17
日
（
土
）
さ
い
た
ま
市
共
済
会
館
に
お
い
て
「
令

和
７
年
度
さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
通
常
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

現
在
の
会
員
総
数
は
、
１
６
１
名
、
今
年
度
の
通
常
総
会

は
、
出
席
者
と
委
任
状
を
含
め
１
３
４
名
で
、
会
則
第
20
条

第
１
項
の
会
員
過
半
数
の
同
意
を
満
た
し
て
お
り
、
総
会
は

成
立
し
た
。

来
賓
に
は
、
さ
い
た
ま
市
長　

清
水
勇
人
様
を
は
じ
め
、

行
政
か
ら
多
数
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
関
係
諸
団
体
よ
り
、

さ
い
た
ま
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会
代
表

幹
事 

清
水
政
和
様
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
清
水
市
長
よ
り
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
介
護
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
第
９
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
、
介
護
保
険

事
業
計
画
２
年
目
で
す
。
本
市
の
高
齢
者
人
口
は
、
令
和
７

年
４
月
１
日
現
在
、
約
31
万
５
千
人
、
昨
年
よ
り
２
千
人
近

く
増
加
し
、
高
齢
化
率
は
23
％
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65

歳
以
上
と
な
る
２
０
４
０
年
は
、
高
齢
者
人
口
が
40
万
人
を

超
え
、
高
齢
化
率
は
、
30
％
ま
で
急
激
に
上
昇
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
本
市
で
は
、
介
護
予
防
の

推
進
と
し
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
介
護
状
態
の
重
度
化
の

抑
制
を
図
り
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
、
連
携

を
よ
り
一
層
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
は
物
価
高
騰
に
合
わ
せ
大
企
業
を
中
心
に
賃
上

げ
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
介
護
業
界
に
つ
い
て
は
、
介
護
報

酬
が
法
定
価
格
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
待
遇
改
善

が
進
み
に
く
い
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
昨
年
度
と
一
昨
年
度
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
含
め
た
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
国
に
対
し
、
さ
い
た
ま
市
か
ら

も
要
望
し
ま
し
た
。

介
護
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
介
護

人
材
の
確
保
は
元
よ
り
、
米
の
価
格
に
象
徴
さ
れ
る
食
材
費
、

ま
た
光
熱
費
の
価
格
高
騰
も
大
変
深
刻
な
課
題
で
す
。
国
で

は
、
２
０
２
７
年
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
向
け
た
議
論
が

進
ん
で
お
り
、
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
、
ま
た
業
務
負
担

の
軽
減
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
と
し
て
も
皆
様
が
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
環

境
を
整
え
る
た
め
、
引
き
続
き
本
市
独
自
の
施
策
を
検
討
推

進
し
て
い
き
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
の
進
行
は
、
宮
本
会
長
が
議
長
と
な
り
、
以
下
の
３

議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。

議
案
第
１
号　

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告

議
案
第
２
号　

令
和
７
年
度
役
員
選
出

議
案
第
３
号　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

上
程
さ
れ
た
３
議
案
は
、
滞
り
な
く
承
認
可
決
し
、
会
長

に
は
、
宮
本
好
彦
氏
が
前
年
度
に
引
き
続
き
選
任
さ
れ
た
。

さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」（
広

報
誌
表
紙
に
掲
載
）
は
、
さ
い
た
ま
市
各
区
の
十
色
を
使

用
し
、「
人
が
支
え
合
い
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
色
と
り
ど
り

の
花
を
咲
か
せ
よ
う
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
和
」
の
意
味
を

込
め
て
い
る
。
思
い
を
確
か
め
合
い
令
和
７
年
度
の
幕
が

開
け
た
。
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令
和
７
年
度　

第
１
回　

全
体
研
修
会

　

テ
ー
マ
「
刑
事
力
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
～
小
さ
な
気
づ
き
を
見
つ
け
る
習
慣
作
り
～　

講　
　

師　

テ
レ
ビ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
（
元
埼
玉
県
警
・
刑
事
）

　
　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
ス
ク
ー
ル
ポ
リ
ス　

理
事　

佐
々
木 

成
三 

氏

開
催
日
時　

令
和
７
年
５
月
17
日
（
土
）
15
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

さ
い
た
ま
共
済
会
館
第
１
ホ
ー
ル

今
年
度
第
１
回
全
体
研
修
会
は
、
佐
々
木
成
三
氏
に
よ
る
、

介
護
現
場
に
お
け
る
犯
罪
・
虐
待
防
止
の
た
め
の
実
践
的
ア

プ
ロ
ー
チ
と
、
生
成
Ａ
Ｉ
時
代
に
必
要
な
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

に
つ
い
て
解
説
。
さ
ら
に
小
さ
な
気
づ
き
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
に
つ
い
て
ご
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

は
じ
め
に
、
佐
々
木
氏
の
経
歴
を
ご
紹
介
。
現
在
、
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
数
多
く
の
情
報
番
組
に
出
演
さ
れ
て
お
り
、

ご
存
知
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
２
０
２
３
年

テ
レ
ビ
出
演
ラ
ン
キ
ン
グ
第
２
位
。
ま
た
、
約
22
年
間
の
警

察
人
生
の
内
、
捜
査
一
課
で
は
デ
ジ
タ
ル
捜
査
班
長
と
し
て

サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
を
担
当
し
た
。
当
時
の
経
験
か
ら
、
犯

罪
や
虐
待
の
多
く
は
事
前
の
教
育
や
情
報
モ
ラ
ル
の
啓
発
で

防
げ
る
と
考
え
、
学
校
等
で
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
介
護
現
場
で
の
経
験
も
あ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

併
設
の
老
人
ホ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
経
歴
が
あ
る
。

１
．
刑
事
（
デ
カ
）
力
と
は

刑
事
時
代
か
ら
大
切
に
し
て
い
た
の
は
観
察
す
る
観
の

「
直
観
力
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
過
去
の
捜
査
結
果
や
知
識
経

験
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
力
で
あ
る
。
間
違
っ
た
推
理
や
判

断
を
避
け
る
た
め
に
重
要
。

〈
直
観
と
直
感
の
違
い
〉

「
ち
ょ
っ
か
ん
」
に
は
「
感
じ
る
感
」
と
「
観
察
す
る
観
」

の
２
種
類
が
あ
り
、観
察
す
る
観
の
「
直
観
力
」
が
刑
事
（
デ

カ
力
）
と
さ
れ
る
。

①
直
感
：
そ
の
場
の
雰
囲
気
や
感
覚
で
受
け
取
る

②
直
観
：
過
去
の
経
験
や
知
識
に
基
づ
い
て
読
み
解
く

〈
デ
カ
力
（
刑
事
力
）
を
鍛
え
る
〉

デ
カ
力
（
刑
事
力
）
と
は
、
観
察
力
や
直
観
力
を
鍛
え
る

こ
と
で
、
見
え
な
い
も
の
に
気
づ
き
、
先
を
読
む
想
像
力
や

リ
ス
ク
管
理
能
力
を
養
う
力
で
あ
る
。
介
護
現
場
で
も
必
要

な
力
と
い
え
る
。

①
見
え
な
い
も
の
に
気
づ
く
力

②
先
を
読
む
想
像
力
や
リ
ス
ク
管
理
能
力

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

〈
先
入
観
を
持
た
ず
に
疑
問
を
持
つ
姿
勢
〉

自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
を
疑
い
、
先
入
観
を
持
た
ず
に

物
事
を
観
察
し
、
疑
問
を
持
つ
こ
と
が
重
要
。

①
知
っ
て
い
る
つ
も
り
に
な
ら
ず
、
常
に
疑
問
を
持
つ

②
先
入
観
を
排
除
し
て
観
察
す
る

③
自
分
の
知
識
や
認
識
に
自
信
が
持
て
な
い
場
合
は
、
実

際
に
確
認
し
た
り
他
者
に
説
明
し
て
も
ら
う
こ
と
で
理

解
を
深
め
る

介
護
現
場
や
日
常
生
活
に
お
い
て
、
思
い
込
み
や
曖
昧
な

記
憶
で
判
断
す
る
と
誤
っ
た
対
応
や
運
営
に
つ
な
が
る
た
め
、

正
し
い
情
報
を
自
分
の
目
で
確
か
め
る
習
慣
が
必
要
で
あ
る
。

２
．
刑
事
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

刑
事
力
と
は
、
現
場
で
の
状
況
判
断
や
問
題
解
決
能
力
を

指
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
合
わ
せ
て
、
事
件
や

介
護
現
場
な
ど
多
様
な
現
場
で
重
要
視
さ
れ
る
能
力
で
あ
る
。

①
現
場
で
の
小
さ
な
異
変
や
気
づ
き
を
見
逃
さ
な
い
習
慣

が
重
要

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
情
報
を
収
集
し
、
適

切
な
対
応
を
行
う

③
経
験
や
知
識
の
蓄
積
が
刑
事
力
の
向
上
に
つ
な
が
る

事
件
や
事
故
が
起
き
る
前
に
小
さ
な
異
変
に
気
づ
き
、
適

切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
こ
と
が
犯
罪
や
虐
待
の
防
止
に
つ

な
が
る
。
介
護
施
設
で
の
勤
務
経
験
か
ら
、
日
々
の
利
用
者

の
様
子
や
環
境
の
変
化
に
敏
感
に
な
り
、
小
さ
な
異
変
を
見

逃
さ
ず
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
事
故
や
虐
待
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
実
感
し
た
。

〈
介
護
施
設
で
取
り
組
ん
だ
対
策
〉

①
介
護
現
場
で
の
観
察
力
を
高
め
る
た
め
、
日
々
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
記
録
を
徹
底
す
る

②
異
変
を
感
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
チ
ー
ム
で
共
有
し
、

対
応
策
を
検
討
す
る

３
．
高
齢
者
虐
待
事
案
の
認
知
と
警
察
の
対
応

警
察
が
高
齢
者
虐
待
事
案
を
認
知
し
た
際
の
動
き
や
、
事

件
化
の
基
準
、
捜
査
の
流
れ
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
。

警
察
は
高
齢
者
虐
待
事
案
を
認
知
し
た
場
合
、
ま
ず
遺
体

の
状
況
や
傷
の
位
置
・
新
旧
を
確
認
し
、
説
明
と
矛
盾
が
あ

れ
ば
、
事
件
と
し
て
捜
査
を
開
始
す
る
。
社
会
的
反
響
や
世

論
も
考
慮
し
、
積
極
的
に
事
件
化
す
る
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
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い
る
。

〈
介
護
施
設
内
で
の
犯
罪
の
前
兆
〉

①
利
用
者
の
不
自
然
な
傷
や
痣
の
増
加

②
職
員
の
暴
言
や
特
定
利
用
者
へ
の
嫌
悪
感

③
備
品
や
現
金
の
紛
失

④
職
員
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
や
消
費
癖

介
護
施
設
内
で
発
生
す
る
犯
罪
に
は
必
ず
前
兆
が
あ
り
、

小
さ
な
事
案
を
見
逃
さ
ず
に
組
織
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
大

き
な
事
件
の
防
止
に
つ
な
が
る
。

４
．
高
齢
者
虐
待
事
件
の
報
道
と
社
会
的
影
響

高
齢
者
虐
待
事
件
が
発
生
し
逮
捕
者
が
出
る
と
、
必
ず
メ

デ
ィ
ア
が
報
道
し
、
社
会
的
反
響
が
大
き
い
。
真
面
目
に
働

く
職
員
が
大
多
数
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
日
の
報
道

に
よ
り
残
さ
れ
た
職
員
の
信
頼
回
復
や
労
働
力
へ
の
影
響
が

大
き
い
。

①
ス
ト
レ
ス
や
鬱
憤
の
発
散

②
利
用
者
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
こ
と
へ
の
苛
立
ち

③
同
僚
へ
の
嫌
悪
感

④
褒
め
ら
れ
た
い
と
い
う
承
認
欲
求

容
疑
者
の
動
機
は
多
様
で
あ
り
、
必
ず
し
も
計
画
的
な
も

の
で
は
な
く
、
感
情
的
・
衝
動
的
な
も
の
が
多
い
。
褒
め
ら

れ
た
い
が
た
め
に
自
作
自
演
で
怪
我
を
さ
せ
る
な
ど
、
異
質

な
動
機
も
存
在
す
る
。

５
．
感
情
的
な
衝
動
が
も
た
ら
す
犯
罪
と
社
会
的
影
響

一
瞬
の
感
情
的
な
行
動
が
逮
捕
や
社
会
的
制
裁
、
家
族
へ

の
影
響
な
ど
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果
を
も
た
ら
す
。

①
暴
力
や
窃
盗
な
ど
の
犯
罪
行
動
は
、
感
情
的
な
衝
動
に

よ
る
も
の
が
多
い

②
逮
捕
後
の
取
り
調
べ
で
、
ほ
と
ん
ど
の
容
疑
者
が
後
悔

し
か
な
い
と
述
べ
て
い
る

③
社
会
的
制
裁
や
家
族
へ
の
影
響
も
大
き
い

感
情
的
な
衝
動
に
よ
る
犯
罪
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族

や
職
場
に
も
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
職
員
に
は
、
冷

静
な
判
断
と
自
己
抑
制
の
重
要
性
を
教
育
す
る
必
要
が
あ
る
。

６
．
職
場
環
境
改
善
と
犯
罪
抑
止

職
員
の
人
格
と
職
場
環
境
の
両
方
が
犯
罪
行
動
に
影
響
を

与
え
る
。
特
に
、
環
境
要
因
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
犯
罪
抑

止
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

①
人
格
に
問
題
が
あ
る
場
合
で
も
、
環
境
の
問
題
を
小
さ

く
す
る
こ
と
で
犯
罪
を
防
げ
る

②
経
営
者
や
施
設
長
は
環
境
改
善
に
注
力
す
べ
き

人
手
不
足
な
ど
で
人
格
に
問
題
が
あ
る
人
材
を
選
ば
ざ

る
を
得
な
い
場
合
で
も
、
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
犯

罪
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
る
。
人
間
関
係
や
現
場
環
境
の
改

善
が
重
要
。

〈
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
共
通
目
標
の
共
有
〉

介
護
現
場
で
は
、
職
員
が
同
じ
景
色
（
目
標
や
課
題
）
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
る
。

共
通
課
題
や
目
標
を
繰
り
返
し
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
。

①
定
期
的
に
共
通
課
題
や
目
標
を
確
認
・
共
有
す
る

②
情
報
共
有
の
場
を
設
け
る

も
し
職
員
間
で
目
標
や
課
題
の
認
識
に
ズ
レ
が
あ
る
場

合
、
繰
り
返
し
話
し
合
い
を
行
い
、
共
通
認
識
を
持
つ
よ

う
に
す
る
。

〈
同
調
圧
力
と
協
調
性
の
違
い
〉

同
調
圧
力
は
、
集
団
の
中
で
周
囲
の
意
見
や
行
動
に
合
わ

せ
る
よ
う
に
無
意
識
に
強
制
さ
れ
る
力
で
あ
り
、
間
違
っ
た

こ
と
で
も
正
し
い
と
信
じ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
一
方
、

協
調
性
は
組
織
の
目
的
や
目
標
に
向
か
っ
て
自
発
的
に
協
力

し
合
う
姿
勢
で
あ
り
、
傾
聴
や
多
様
な
意
見
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

①
同
調
圧
力
は
間
違
い
に
気
づ
か
ず
に
集
団
全
体
が
誤
っ

た
方
向
に
進
む
原
因
と
な
る

②
同
調
圧
力
は
上
か
ら
の
指
示
や
空
気
を
読
む
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
や
す
い

③
協
調
性
は
組
織
の
目
標
に
向
か
っ
て
自
発
的
に
協
力
し
、

誰
の
意
見
も
傾
聴
で
き
る
環
境
が
大
切

④
協
調
性
と
同
調
圧
力
を
混
同
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

７
．
プ
ラ
イ
ド
の
本
質
と
仕
事
へ
の
向
き
合
い
方

仕
事
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ド
と
は
、
自
己
の
評
価
や
感
情
で

は
な
く
、
組
織
や
社
会
の
目
標
達
成
に
向
け
て
全
力
を
尽
く

す
姿
勢
で
あ
る
。
小
さ
な
プ
ラ
イ
ド
に
こ
だ
わ
る
の
で
は

な
く
、
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
が
重
要
。

①
プ
ラ
イ
ド
は
自
己
の
感
情
や
評
価
で
は
な
く
、
仕
事
の

目
標
達
成
に
向
け
る

②
小
さ
な
プ
ラ
イ
ド
に
こ
だ
わ
る
と
、
成
長
や
成
果
を
妨

げ
る

③
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
で
、
困
難
や

批
判
に
も
動
じ
な
い

④
部
下
や
同
僚
が
小
さ
な
プ
ラ
イ
ド
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る

場
合
、
仕
事
の
本
質
や
目
的
を
再
確
認
さ
せ
る

８
．
情
報
判
断
力
の
重
要
性
と
若
手
育
成

現
代
社
会
で
は
情
報
判
断
力
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
特

に
若
手
職
員
は
知
識
や
経
験
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
現
場

の
ベ
テ
ラ
ン
が
知
識
・
経
験
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
。

①
情
報
判
断
力
は
日
々
の
業
務
に
不
可
欠

②
若
手
職
員
は
知
識
・
経
験
が
不
足
し
て
い
る
た
め
指
導

が
必
要
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③
ア
ナ
ロ
グ
な
現
場
経
験
と
デ
ジ
タ
ル
の
融
合
が
重
要

介
護
現
場
で
は
正
解
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
若
手
職
員
は

常
に
答
え
を
求
め
て
い
る
。
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
自
ら
の
知
識

や
経
験
を
伝
え
る
こ
と
で
、
若
手
の
情
報
判
断
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て
も
、
ア
ナ
ロ
グ

な
現
場
経
験
は
不
可
欠
で
あ
る
。

９
．
生
成
Ａ
Ｉ
と
真
実
を
見
抜
く
力

生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ
り
、情
報
の
真
偽
を
見
抜
く
力
（
リ

テ
ラ
シ
ー
）
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
の
仕

組
み
や
限
界
を
理
解
し
、
詐
欺
や
誤
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い

力
が
求
め
ら
れ
る
。

①
生
成
Ａ
Ｉ
は
あ
ら
ゆ
る
統
計
デ
ー
タ
を
学
習
し
て
い
る

が
万
能
で
は
な
い

②
Ａ
Ｉ
の
予
測
や
結
果
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
冷
静
に
根
拠

を
考
え
る
こ
と
が
重
要

③
詐
欺
や
誤
情
報
に
騙
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
過
去
の
知

識
や
経
験
を
活
か
す
必
要
が
あ
る

10
．
Ａ
Ｉ
と
介
護
の
関
係
性

Ａ
Ｉ
技
術
は
進
歩
し
て
も
、
介
護
の
本
質
的
な
部
分
（
気

遣
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
は
人
間
に
し
か
で
き
な
い
。

Ａ
Ｉ
は
話
し
相
手
に
は
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
介
護
そ

の
も
の
は
な
く
な
ら
な
い
。
Ａ
Ｉ
技
術
の
進
歩
を
認
め
つ
つ

も
人
間
の
役
割
は
重
要
。

①
Ａ
Ｉ
が
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
を
見
極
め
る

②
介
護
の
本
質
は
人
間
に
し
か
で
き
な
い
部
分
が
多
い

③
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
つ
つ
、
人
間
の
役
割
を
大
切
に

す
る

今
後
、
Ａ
Ｉ
導
入
に
よ
っ
て
業
務
が
変
化
し
た
場
合
、
人

間
に
し
か
で
き
な
い
部
分
を
再
確
認
し
、
役
割
分
担
を
見
直

す
こ
と
が
必
要
。
Ａ
Ｉ
と
人
間
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

11
．
編
集
後
記

以
前
か
ら
、
Ｔ
Ｖ
番
組
で
佐
々
木
氏
の
明
解
な
解
説
を
観

て
い
た
た
め
、
今
回
の
講
師
が
佐
々
木
成
三
氏
と
聞
き
、
研

修
当
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
当
日
は
講
話
の
み
な
ら

ず
、
Ａ
Ｉ
で
作
成
し
た
ト
ラ
ン
プ
の
ト
リ
ッ
ク
を
体
感
し
た

り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
看
板
を
題
材
に
認
識
の
曖

昧
さ
を
実
感
し
た
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
時
間
と
な
っ

た
。
仕
事
の
枠
を
超
え
、
私
達
一
人
ひ
と
り
の
日
常
生
活
に

関
わ
る
と
て
も
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
。
ま
た
、
捜
査
一
課

で
培
っ
た
経
験
と
内
に
秘
め
た
使
命
感
や
情
熱
に
触
れ
貴
重

な
機
会
だ
っ
た
。

令
和
７
年
度　

第
１
回　

桜
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

開
催
日
時　

令
和
７
年
６
月
13
日
（
金
）
14
時
00
分
～
15
時
35
分

開
催
場
所　

桜
区
役
所
４
階
大
会
議
室

今
回
、
桜
区
役
所
会
議
室
に
て
、
桜
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

が
開
催
さ
れ
、
桜
区
周
辺
地
域
の
居
宅
ケ
ア
マ
ネ
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
桜
区
福
祉
課
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
桜

区
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
、
さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
、
72
名
の
様
々
な
職
種
が
参
加
し
、
大
変
盛
況
で
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
、
桜
区
役
所
健
康
福
祉
部 
福
祉
課 

斎
藤

課
長
よ
り
、
地
域
福
祉
の
重
要
性
と
今
後
の
展
開
な
ど
の
ご

説
明
と
、
今
回
の
サ
ロ
ン
を
通
じ
て
お
互
い
の
顔
を
知
る
に

こ
と
に
よ
る
関
係
性
作
り
に
期
待
し
た
い
と
、
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
福
祉
ま
る
ご
と
相
談
窓
口
、
さ
い
た
ま
市
社
会

福
祉
協
議
会
桜
区
事
務
所 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
―

カ
ー
、
各
包
括
、
当
協
会
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
当
協
会
の
多
田
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
副
委

員
長
よ
り
、
暗
黙
知
（
言
葉
に
な
っ
て
い
な
い
知
識
、
無
自

覚
に
使
っ
て
い
る
考
え
）
の
説
明
を
い
た
だ
き
、
自
身
の
職

種
で
は
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
他
職
種
の
人
に

と
っ
て
は
普
通
の
考
え
で
は
な
い
こ
と
が
あ
る
等
の
説
明
と
、

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
法
と
コ
ー
チ
ン
グ
を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
進
め
方
・
グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、

福
祉
課
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
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令和７年度　さいたま市介護支援専門員協会　【研修計画】

全体研修会 研修名 方法 定員 時間 内容

5月17日（土） 第１回 介護保険制度研修 会　場：さい
たま共済会館 100名 ２時間

『刑事力コミュニケーション』　
～小さな気づきを見つける習慣作
り～
講師　佐々木成三氏（テレビコメ
ンテーター・元刑事）

７月頃 第２回 スキルアップ研修 会　場 50名 ２時間

10月頃 第３回 多職種連携 会　場 50名 ２時間

１月頃 第４回 事例検討会 会　場 50名 ２時間

３月頃 第５回 施設ケアマネ研修
ケアマネジメント研修 会　場 30名 ２時間 峯尾先生による施設ＣＭ向け研修

各区サロン活動 サロン名 方法 定員 時間 内容

8月・12月・3月 よろず相談会
ＺＯＯＭでの
リモート方式
又は会場研修

20名程度 １時間 各区で企画提案の交流会、相談会

６月・11月 施設ケアマネサロン 会　場 20名程度 ２時間 施設ケアマネの交流、相談会 
事例検討会

６月13日・11月 桜区ケアマネサロン 会　場：
桜区役所 50名程度 ２時間 連携・学習会

よ
り
提
供
い
た
だ
い
た
5
事
例
を
使
用
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
各
専
門
性
を
用
い
た
質
問
や
意

見
、
提
案
な
ど
が
あ
り
、
事
例
提
供
者
の
方
か
ら
も
、「
非

常
に
参
考
に
な
っ
た
」「
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
実

践
し
て
み
た
い
」「
施
設
入
所
し
か
な
い
と
思
い
、
良
い
施

設
は
ど
こ
か
？
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
事
例
提
供
し
た
が
、
在

宅
で
も
生
活
で
き
る
と
自
分
の
考
え
が
変
わ
っ
た
」
と
い
っ

た
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

他
職
種
で
の
事
例
検
討
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
課

や
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
悩
み
や
苦
労
を
共
感
す
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
サ
ロ
ン
と
な
り
ま
し
た
。



8

ちょっと　　　　　　　　　

　ＡＩ？　アナログの私には未知の世界で、さらに最
近は生成ＡＩという言葉まで…、だんだん時代に取り
残されていると感じる今日この頃です…。
　さて、この生成ＡＩ、従来のＡＩと違い膨大なデー
タから学習し、新たなコンテンツを自動生成する技術
で、種類もたくさんあります。「会話」「要約」「記事作成」

「画像生成」「動画生成」「音楽生成」「プログラミング
コード生成」や他にも「スケジュール管理」などもあ
ります。今まで制作に相当の時間がかかっていたもの
が、あっという間にできてしまい、効率化と大幅な時
間短縮が可能となるようです。
　そこで今回の記事で、少しだけＡＩを使ってみよう
と思い、このコーナーのテーマ「coffee break」につ
いて、「ケアマネジャーの coffee break とは？」と質
問してみました。

　ケアマネジャーの coffee break とは、仕事の合間
に一息ついてリフレッシュするための短い休憩時間の
ことです。単にコーヒーを飲む時間というだけでなく、
心身の疲れをほぐし、集中力や効率を回復させる大切
な時間として、多忙な日々の中で重要な役割を持って
います。
　ケアマネジャーの仕事は、利用者さんやご家族との

会員A

相談、サービス調整、関係機関との調整、書類作成な
ど、気を遣うことが多い専門職です。コーヒーやお茶
を飲みながら少し気持ちが落ち着くことで、頭と心を
リセットできます。
　また、短時間でも効果があり、忙しい業務の合間で
も、５～ 10 分程度の身近いブレイクで、集中力や作
業効率が向上することがあります。
　まとめとして、ケアマネジャーのcoffee breakとは、
ただの休憩時間ではなく、利用者のケアをよりよいも
のにするための「自分のケア」とも言えます。小さな
一息が、長く続けられる支援の力になります。

　「なるほど」と思うところもあり、要点が整理され
結論まで答えてくれます。ＡＩを実際に利用してみて、
数秒で返ってくるその答えの早さに驚かされます。
　また、質問の仕方や文章表現によって答えが変わっ
てきますので、ＡＩへの質問力が問われてそうです。
　これからは、アナログの良さを活かしつつ、ＡＩな
どのデジタルも活用してみようと思います。（本当は
ネタがなく困っていたので、ＡＩで楽をしようと思い
ました (̂ -̂ ;) ）
　今回の内容を読んで、「coffee break（一息）」でき
なかったらすみません (_ _)

ちょっと   coffee  break
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さいたま市介護支援専門員協会 検索

　令和７年度初回の広報誌は「年間事業計画」「役員名簿」を掲載させていただきました。
　また、広報誌の「ちょっと coffee break」コーナーですが、今年度も引き続き掲載していき
ますので、あ

・ ・ ・

なたの番がきたらよろしくお願いします。
　厳しい暑さが続いておりますので，くれぐれも熱中症にならないようご自愛下さい。

あとがき

さいたま市介護支援専門員協会　会員随時募集中！
　さいたま市介護支援専門員協会は、介護支援専門員の資質向上とネットワーク化を図り、
介護支援業務の円滑な推進に資することを目的に活動しています。
　入会をご希望の方は、事務局までお問い合わせください。

〒 331-0074　埼玉県さいたま市西区宝来 86-1
敬寿園宝来ホーム
連絡先　ＴＥＬ　080-4750-4400　ＦＡＸ　048-620-0601
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